
証券コード 6879

平成25年６月10日

株 主 各 位
東京都品川区東五反田二丁目14番１号

株式会社イマジカ・ロボット ホールディングス

代表取締役社長 長 瀬 朋 彦

第４０回定時株主総会招集ご通知

拝啓 平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、当社第40回定時株主総会を下記要領にて開催いたしますので、ご
出席くださいますようご通知申し上げます。
　なお、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使することができますので、
お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討くださいまして、同封の議決権行使書用紙
に賛否をご表示いただき、平成25年6月24日（月曜日）午後6時（営業時間終了時）まで
に到着するようご返送くださいますようお願い申し上げます。

敬 具
記

１. 日 時 平成25年６月25日（火曜日）午前10時

２. 場 所 東京都港区新橋一丁目18番１号

航空会館 ７階 大ホール

３. 会議の目的事項

報 告 事 項 １. 第40期（平成24年４月１日から平成25年３月31日まで）事業報

告、連結計算書類並びに会計監査人及び監査役会の連結計算書

類監査結果報告の件

２. 第40期（平成24年４月１日から平成25年３月31日まで）計算書

類報告の件

決 議 事 項

第１号議案 定款一部変更の件

第２号議案 取締役８名選任の件

第３号議案 補欠監査役１名選任の件

以 上

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

　本株主総会にご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご
提出くださいますようお願い申し上げます。
　株主総会参考書類、事業報告、計算書類及び連結計算書類の内容について、株主総
会の前日までに修正をすべき事項が生じた場合には、インターネット上の当社ウェブ
サイト（http://www.imagicarobot.jp/）に掲載させていただきます。
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事 業 報 告

(平成24年４月１日から平成25年３月31日まで)

１. 企業集団の現況に関する事項

　(1) 事業の経過及びその成果

当連結会計年度におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要や政府による経

済政策等を背景に、回復基調の動きが見られる中、年末の政権交代後の経済政策へ

の期待感から、円安傾向や株式市場の好調な推移が見られるものの、海外経済にお

ける欧州財政問題や新興国の経済減速等の要因により、先行き不透明な状況となっ

ています。個人消費においては、底堅く推移しており、持ち直しの兆しが見え始め

ております。

このような環境の下で、当社グループは、映像ビジネスにおいて幅広い事業展開

を行っており、グループ一丸となって、経営ビジョンに掲げております「映像コミ

ュニケーションにおける新たな価値創造」に向けて、グループの総合力を発揮し、

収益力及び財務体質を強化することに取り組んでまいりました。

これらの結果、当連結会計年度における当社グループの業績につきましては、売

上高は499億19百万円（前年同期比1.9％減）、営業利益は20億12百万円（前年同期比

31.5％減）、経常利益は20億95百万円（前年同期比29.7％減）、当期純利益は５億18

百万円（前年同期比76.6％減）を計上いたしました。
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セグメント別の業績は次のとおりであります。

　

イ．映像技術サービス事業

　映画分野におきましては、フィルムプリントからＤＣＰ（デジタルシネマパッケ

ージ）への移行が進行したことに伴い、フィルム関連サービス市場が大幅に縮小し、

またフィルム・ビデオ変換サービス等、フィルムに隣接するサービスにおいても受

注の減少が進行いたしました。一方、デジタルシネマ関連作業においても、洋画の

不振の影響等によりＤＣＰの受注は計画を下回り、フィルム関連作業の減少をカバ

ーするには至りませんでした。

　テレビ番組、ＣＭ制作分野におけるポストプロダクション作業におきましては、

テレビ番組の特番等の受注が好調であり、テレビＣＭ関連作業においても、編集室

の稼働率は堅調に推移いたしました。

　また、ＤＶＤ及びＢｌｕ-ｒａｙ関連作業におきましては、パッケージ市場低迷の

影響により受注量等が減少し、前年同期の実績を下回りました。

この結果、当連結会計年度における当該事業分野の業績は、売上高は170億80百万

円（前年同期比15.5％減）、営業利益は18億45百万円（前年同期比40.8％減）となり

ました。

ロ．映像ソフト事業

　広告制作におきましては、前年同期の震災による業績の落ち込みから受注が改善

されたことに加え、積極的な営業活動により大型案件の受注を確保し、売上高は前

年同期を上回りました。

　映画分野におきましては、第２四半期に公開されました「BRAVE HEARTS 海猿」、

「踊る大捜査線 THE FINAL 新たなる希望」、１月に公開されました「鈴木先生」の制

作収入等が売上に貢献いたしました。

　また、NHKで昨年末に放送されました「タイムスクープハンター スペシャル」を

制作したほか、東京駅丸の内駅舎の完成イベントや会津・鶴ヶ城のイベント演出と

して、３Ｄプロジェクションマッピングによる映像制作等を行ってまいりました。

更にアニメの制作受託においても、当初の計画を上回り、当セグメントの業績に貢

献いたしました。

　この結果、当連結会計年度における当該事業分野の業績は、売上高は131億17百万

円（前年同期比7.8％増）、営業利益は５億20百万円（前年同期比110.5％増）となり

ました。

ハ．放送事業

　放送分野におきましては、「イマジカBS」「歌謡ポップスチャンネル」「食と旅のフ

ーディーズTV」の３チャンネルを運営しております。「イマジカBS」は、昨年３月よ

りＢＳでの放送を開始したことにより、加入者数が増加し視聴料収入は堅調に推移

しましたが、送出費用及び番組プロモーション費用が増加しました。また、「歌謡ポ

ップスチャンネル」は、昨年10月よりスカパー！(旧称：スカパー！ｅ２(東経110度
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ＢＳ・ＣＳデジタル放送))及び大手ケーブルテレビ局で放送を開始したことにより、

加入者数が増加しております。

　ホテル分野におきましては、工事物販での案件を継続的に受注したこと等により

収益を確保し、震災の影響を受けた前年同期から回復基調にあります。

　この結果、当連結会計年度における当該事業分野の業績は、売上高は51億30百万

円（前年同期比9.8％増）、営業損失は４億22百万円（前年同期は営業損失59百万円）

となりました。

ニ．映像システム事業

　イメージング分野の国内市場におきましては、高速度デジタルビデオカメラを自

動車メーカー等へ納品するなど順調に推移したものの、下期に入り主要得意先の研

究開発投資圧縮の影響を受けて販売数が伸び悩みました。海外市場におきましては、

欧米を中心とした景気低迷に伴い不振が続き、営業利益は前年同期の実績を下回り

ました。

　プロ用映像機器分野におきましては、テレビ局からの大型案件の受注に加えて、

保守やレンタルを着実に行い、また、昨年７月に株式会社フォトロンと株式会社

IMAGICAデジックスが合併したことで、経営の効率化と営業体制の強化により収益性

が向上し、前年同期の実績を大きく上回りました。

　その他、医用画像処理分野におきましては、医療機関からの受注を着実に獲得し

たことにより、当セグメントの業績に貢献いたしました。

　この結果、当連結会計年度における当該事業分野の業績は、売上高は93億53百万

円（前年同期比9.1％増）、営業利益は９億６百万円（前年同期比43.4％増）となり

ました。

ホ．人材コンサルティング事業

　人材派遣・請負サービス分野におきましては、主にＷｅｂ職種やゲームエンタテ

インメント職種を中心に派遣稼働者数が純増していること、及び人材紹介案件が好

調に推移していることにより、前年同期の実績を上回りました。また、映像技術者

の人材派遣におきましては、派遣稼働者数及び作業単価が増加したことで堅調に推

移しました。

　コンテンツ制作受託の分野におきましては、ゲーム制作受託を中心に顧客企業か

らの大型案件を受注したことにより堅調に推移しました。

　この結果、当連結会計年度における当該事業分野の業績は、売上高は87億77百万

円（前年同期比0.3％増）、営業利益は２億94百万円（前年同期比69.6％増）となり

ました。

　(2) 対処すべき課題

　当社グループが、継続的な成長を遂げるためには、グループ全体を取り巻く経営

環境を展望し、効率的な経営の追求による既存事業の収益改善と映像市場の構造的

変化を見通した新規事業分野の開拓、更に今後予想される映像メディア・コンテン
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ツのデジタル化・ネットワーク化の動きなど市場動向の変化への迅速な対応が求め

られます。

こうした状況を踏まえて、下記の事項を重点課題と捉え積極的に取り組んでまい

ります。

　

① 各セグメントにおける事業課題

イ．映像技術サービス事業

　映画分野におけるデジタルシネマへの移行や、テレビ番組、ＣＭ制作分野におけ

るポストプロダクション作業のファイルベース化をビジネス機会の拡大と捉え、顧

客ニーズを先取りした提案を行い、映像市場に対して新たな付加価値を提供してま

いります。また、映画本編の劇場向けネットワーク配信サービスを開発し、配給会

社や劇場から得ている高い信頼をベースに普及を図っていきます。更に、従来型の

ポストプロダクション以外の新しい切り口から新規顧客獲得を図れるよう新規マー

ケットの開発と開拓に取り組んでまいります。

　

ロ．映像ソフト事業

　営業体制や戦略の見直しにより、広告代理店、配給会社、テレビ局といった既存

の大手取引先との関係を強化するとともに、より精度の高い原価管理を行い、採算

性を高めることで着実な収益確保に努めてまいります。また、映像制作におけるク

リエイティブ能力を強化し、クライアントへの提案力を高めるとともに、競争力の

高いエリアでのイベント映像企画に注力し、ブランド力を向上させ収益力の強化に

つなげてまいります。

　

ハ．放送事業

　運営する３チャンネルにおいては、魅力ある番組作りに取り組むべく、コンテン

ツの充実や未導入のケーブルテレビ局への対応等を積極的に行い、加入世帯数の増

加を目指します。このうち「食と旅のフーディーズＴＶ」は、既存のフーディーズ

事業と、当社子会社である株式会社マッシヴメディアネットワークのタベラッテ事

業の譲渡を受け、平成25年３月１日に株式会社IMAGICAエフティーヴィを設立し、同

４月１日より営業を開始しておりますが、両事業のブランドの強みを生かし、放送、

ネットメディアのユーザー数の更なる増加を目指してまいります。

　

ニ．映像システム事業

　高速度カメラをはじめとする製品においては、開発体制の見直しを図り、次世代

カメラの投入に際しても開発投資を継続し、新市場や専門市場への開拓と販売体制

の整備を早期に行い、国内外での売上、利益の拡大を目指します。また、プロフェ

ッショナル用映像機器分野では、技術者の採用と内部教育により、映像ＳＩ事業の

強化を行い、営業・開発・技術担当の整備統合を図り、競争力を強化してまいりま

す。
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ホ．人材コンサルティング事業

　就職イベントやＷｅｂサイトを核とした採用活動により人材供給力を強化すると

ともに、営業体制の見直しにより、提案力を強化することで顧客からのニーズに対

応する人材の供給に注力してまいります。また、人材紹介サービスにおいては職種

の拡大を図り、アウトプレースメントやシニア転職サービスを立ち上げ、サービス

ラインを拡充していきます。更にコンテンツ制作分野においては、国内・海外のデ

ベロッパーとの連携によるゲームの大型プロジェクトの獲得により事業を拡大・強

化してまいります。

　

② 内部管理体制の強化

　当社グループが掲げる事業計画を推進するため、グループ一体化経営の促進が不

可欠でありますが、それを支えるグループ全体にわたる内部管理体制の構築をより

強化してまいります。

　具体的には、

1) 事業活動の支援

2) グループ運営の効率化

3) コーポレートガバナンスの一層の充実・強化

を中心にそれぞれの取り組みを推進いたします。また、適切な業務遂行が行われて

いるかを検証し、機動的なリスク対応を図るため、全社的な経営にわたるリスクマ

ネジメント体制を推進してまいります。

　(3) 資金調達の状況

　当連結会計年度において設備資金などを目的として、自己株式の処分を行い、総

額10億30百万円の資金を調達いたしました。

　また、当社は、運転資金の効率的な調達を行うため株式会社三井住友銀行50億円、

株式会社みずほ銀行20億円、合計70億円のコミットメントライン契約を締結してお

ります。

　なお、当連結会計年度における当該契約に基づく借入の実行は、行っておりませ

ん。

　

　(4) 設備投資の状況

　当連結会計年度に実施した設備投資の総額は16億10百万円であり、その主なもの

は次のとおりであります。

　 当連結会計年度中に完成した主要設備

　 映像技術サービス事業セグメント 東京映像センター 編集設備等の新設増設

　 映像技術サービス事業セグメント 品川プロダクションセンター 編集設備等の新設増設
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　(5) 事業の譲渡、吸収分割又は新設分割の状況

　該当事項はありません。

　(6) 他の会社の事業の譲受けの状況

　該当事項はありません。

　(7) 吸収合併又は吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状況

①当社の子会社である株式会社イマジカデジタルスケープは、平成24年４月１日

付で株式会社マルチビッツを吸収合併いたしました。

②当社の子会社である株式会社フォトロンは、平成24年７月１日付で株式会社Ｉ

ＭＡＧＩＣＡデジックスを吸収合併いたしました。

　(8) 他の会社の株式その他の持分又は新株予約権等の取得又は処分の状況

　該当事項はありません。

　(9) 財産及び損益の状況の推移

区 分
第 37 期

（自平成21年４月１日
至平成22年３月31日）

第 38 期

（自平成22年４月１日
至平成23年３月31日）

第 39 期

（自平成23年４月１日
至平成24年３月31日）

第 40 期 (当期)

（自平成24年４月１日
至平成25年３月31日）

売上高（千円） 6,662,347 6,233,796 50,865,210 49,919,422

経常利益（千円） 615,617 282,532 2,980,309 2,095,870

当期純利益（千円) 361,039 121,055 2,222,042 518,918

１株当たり当期純利益（円) 49.47 16.59 56.43 12.86

総資産（千円） 5,671,444 4,989,553 39,573,824 39,101,430

純資産（千円） 3,794,499 3,784,221 23,639,863 24,973,271

(注)１．１株当たり当期純利益は、期中平均発行済株式総数に基づき算出しております。
２．第39期における経営指標等の大幅な変動の主な要因は、平成23年４月１日の旧株式会社イマ

ジカ・ロボット ホールディングスとの合併によるものであります。
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(10) 重要な親会社及び子会社の状況

　 ① 親会社の状況

該当事項はありません。

　 ② 重要な子会社の状況

会 社 名
資本金
（千円）

議決権
比率
(％)

主要な事業内容

株式会社IMAGICA 310,000 100.00 映像技術サービス事業

株式会社ロボット 100,000 100.00 映像ソフト事業

株式会社IMAGICAティーヴィ 100,000 100.00 放送事業

株式会社フォトロン 100,000 100.00 映像システム事業

株式会社イマジカデジタルスケープ 100,000 100.00
人材コンサルティング
事業

株式会社IMAGICAウェスト 100,000 ※100.00 映像技術サービス事業

株式会社IMAGICAトータルサービス 50,000 100.00 映像技術サービス事業

株式会社IMAGICAイメージワークス 50,000 ※100.00 映像技術サービス事業

株式会社ピクス 50,000 100.00 映像ソフト事業

株式会社ジェンコ 87,000 76.3 映像ソフト事業

アイチップス･テクノロジー株式会社 220,000 ※82.6 映像システム事業

フォトロンメディカルイメージング株式会社 100,000 ※100.00 映像システム事業

PHOTRON USA, INC. 800千USドル ※100.00 映像システム事業

PHOTRON EUROPE,Ltd. 270千ポンド ※100.00 映像システム事業

株式会社マッシヴメディアネットワーク 50,000 100.00 その他

（注）１．連結子会社を全て表示しております。
２．※印は子会社保有の株式を含んでおります。
３．アイチップス・テクノロジー株式会社の議決権比率の計算に、自己株式は含んでおりませ

ん。
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(11) 主要な事業内容（平成25年３月31日現在）

事業部門 事業内容

映像技術サービス事業

映画・テレビ番組・ＣＭ・ＰＲ等の映像・音声編集
ＤＣＰ（デジタルシネマパッケージ）作成
フィルム現像
ビデオ撮影サービス
デジタル合成・ＶＦＸ・ＣＧなど各種映像技術サービス

映 像 ソ フ ト 事 業

映画、テレビ番組、アニメ、ＷＥＢ映像等の企画制作
テレビＣＭ等の広告制作
ミュージックビデオ等の音楽映像制作
各種映像コンテンツのライツビジネス

放 送 事 業
衛星放送（ＢＳ/ＣＳ）、ＣＡＴＶ、インターネット放送、ホテルペイテレ
ビ等の番組の放送、コンテンツ供給
映像コンテンツの企画・制作・編成

映 像 シ ス テ ム 事 業

高速度ビデオカメラ等、画像計測システムの開発、製造、販売
放送用映像機器、画像関連ＬＳＩの開発、製造、販売
医用画像ネットワーク機器の開発、製造、販売・賃貸、保守
ＣＡＤ関連ソフトウェア、システムの開発、製造、販売

人材コンサルティング事業
人材派遣、人材紹介の人材コンサルティングサービス
ＷＥＢ、ＧＡＭＥ・ＣＧ等の制作受託サービス
専任講師による人材育成

― 9 ―

定時株主総会招集通知 （宝印刷）  2013年05月27日 17時23分 $FOLDER; 9ページ （Tess 1.40 20120314_01）



(12) 主要な営業所及び工場（平成25年３月31日現在）

当社 本社 東京都品川区

株式会社IMAGICA

東京映像センター 東京都品川区

品川プロダクションセンタ
ー

東京都品川区

赤坂ビデオセンター 東京都港区

スタジオ

銀座７丁目スタジオ（東
京都中央区）、麻布十番
スタジオ（東京都港区）、
湾岸スタジオ（東京都江
東 区）、 渋 谷 ス タ ジ オ
（東京都渋谷区）

株式会社ロボット
本社 東京都渋谷区

銀座サテライトオフィス 東京都中央区

株式会社IMAGICAティーヴィ 本社 東京都品川区

株式会社フォトロン

本社 東京都千代田区

営業所・工場

永田町オフィス(東京都
千代田区)、名古屋営業
所(名古屋市中区)、大阪
営業所(大阪市北区)、福
岡営業所(福岡市博多
区)、米沢工場(山形県米
沢市)

株式会社イマジカデジタルスケ
ープ

本社 東京都渋谷区

支店
大阪支店（大阪市中央
区）

スタジオ等

桜ヶ丘スタジオ（東京都
渋谷区）、赤坂スタジオ
（東京都港区）、八王子サ
テライトオフィス（東京
都八王子市）
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(13) 従業員の状況（平成25年３月31日現在）

セ グ メ ン ト 従業員数（名）

映 像 技 術 サ ー ビ ス 事 業 404[351]

映 像 ソ フ ト 事 業 174[ 71]

放 送 事 業 67[ 23]

映 像 シ ス テ ム 事 業 247[ 22]

人 材 コ ン サ ル テ ィ ン グ 事 業 366[301]

全 社 ( 共 通 ) 44[ 6]

合 計 1,302[774]

(注) 従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は［ ］内に外数で記載しております。

(14) 主要な借入先（平成25年３月31日現在）

借 入 先 借 入 金 残 高（千円）

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 1,000,000

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 400,000

三 井 住 友 信 託 銀 行 株 式 会 社 300,000

株 式 会 社 三 菱 東 京 UFJ 銀 行 240,000

日 本 生 命 保 険 相 互 会 社 60,000

株 式 会 社 商 工 組 合 中 央 金 庫 10,050
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２. 会社の株式に関する事項

　(1) 株式の状況（平成25年３月31日現在）

　 ① 発行可能株式総数 150,000,000株

　 ② 発行済株式の総数 42,472,102株

（自己株式2,059,465株を除く。）

　 ③ １単元の株式の数 100株

　 ④ 株 主 数 3,449名

（前期比1,881名増）

　 ⑤ 大 株 主

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

株 ％

株 式 会 社 ク レ ア ー ト 27,863,120 65.60

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 1,244,500 2.93

株式会社フジ・メディア・ホールディングス 848,000 2.00

株 式 会 社 Ａ Ｏ Ｉ Ｐ ｒ ｏ． 800,000 1.88

三 井 住 友 信 託 銀 行 株 式 会 社 512,000 1.21

長 瀬 文 男 403,200 0.95

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 400,000 0.94

イマジカ・ロボットホールディングス従業員持株会 380,750 0.90

ＨＳＢＣ ＢＡＮＫ ＰＬＣ Ａ／Ｃ ＭＡＲＡＴＨＯＮ ＦＵＳＩＯＮ ＪＡＰＡＮ ＰＡＲＴＮＥＲＳＨＩＰ ＬＰ 320,000 0.75

株 式 会 社 Ｔ Ｂ Ｓ テ レ ビ 320,000 0.75

(注) 持株比率は自己株式数（2,059,465株）を控除して算出しております。

　 ⑥ その他株式に関する重要な事項

　イ．平成24年12月６日を払込期日とする公募による自己株式の処分（一般募集）

　 により、2,850,000株の自己株式の処分を行ないました。

　ロ．平成25年１月８日を払込期日とする第三者割当による自己株式の処分によ

　 り、248,700株の自己株式の処分を行ないました。

　(2) 新株予約権の状況

　該当事項はありません。
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３. 会社役員に関する事項

　(1) 取締役及び監査役の氏名等（平成25年３月31日現在）

地 位 氏 名 担 当 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況

代表取締役
会 長

長 瀬 文 男
グループＣＥＯ
株式会社クレアートホールディングス 代表取締役社長
株式会社クレアート 代表取締役社長

代表取締役
社 長

長 瀬 朋 彦
社長執行役員
株式会社クレアート 代表取締役
株式会社ＩＭＡＧＩＣＡ 取締役会長

取 締 役 角 田 光 敏
常務執行役員 経営管理管掌
株式会社ロボット 監査役
株式会社イマジカデジタルスケープ 監査役

取 締 役 北 出 継 哉

取 締 役 中 内 重 郎
有限会社ジェイ・アンド・エヌコンサルティング代表取締役
COCHI consulting(Shanghai)Co.,Ltd.代表

取 締 役 伊与部 恒 雄 株式会社ドリームインキュベータ 社外監査役

常勤監査役 板 東 重 武
株式会社ＩＭＡＧＩＣＡ 監査役
株式会社ＩＭＡＧＩＣＡティーヴィ 監査役

監 査 役 杉 野 翔 子
弁護士
木徳神糧株式会社 社外監査役

監 査 役 岡 田 光一郎 税理士

(注) 1. 当期中の取締役の異動は次のとおりです。
平成24年６月22日開催の第39回定時株主総会において、伊与部恒雄氏が取締役に選任さ

れました。
2. 取締役 中内重郎、伊与部恒雄の両氏は、社外取締役であります。
3. 監査役 杉野翔子、岡田光一郎の両氏は、社外監査役であります。
4. 社外取締役 中内重郎氏につきましては、東京証券取引所に独立役員として届け出ており

ます。
5. 社外監査役 岡田光一郎氏は税理士の資格を有しており、財務及び会計に関する相当程度

の知見を有しております。
6. 平成25年４月１日付で、以下の取締役の地位及び担当の異動がありました。

氏 名 新 旧

角 田 光 敏 取締役 常務執行役員 経営企画本部担当 取締役 常務執行役員 経営管理管掌

北 出 継 哉 取締役 執行役員 事業推進担当 取締役
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　(2) 取締役及び監査役の報酬等の額

区 分 支給人員（名） 報酬等の額（千円）

取締役
（うち社外取締役）

6
(2)

109,068
(6,900)

監査役
（うち社外監査役）

3
(2)

16,800
(6,000)

合 計
9
(4)

125,868
(12,900)

(注) 1. 当事業年度末現在の取締役は６名(内、社外取締役は２名)、監査役は３名(内、社外監査役
は２名)であります。

2. 取締役の報酬限度額は、平成23年６月24日開催の第38回定時株主総会において550,000千円
以内（うち社外取締役分50,000千円以内）と決議いただいております。

3. 監査役の報酬限度額は、平成23年６月24日開催の第38回定時株主総会において60,000千円
以内と決議いただいております。

　(3) 社外役員に関する事項

　 ① 社外役員の重要な兼職先と当社との関係

イ．社外取締役中内重郎氏は、

有限会社ジェイ･アンド･エヌコンサルティング代表取締役、

COCHI consulting(Shanghai)Co.,Ltd.代表を兼務しております。

いずれも当社との間には特別な関係はありません。

ロ．社外取締役伊与部恒雄氏は、株式会社ドリームインキュベータの社外監査

役を兼務しております。当社と同社との間には特別な関係はありません。

ハ．社外監査役杉野翔子氏は、木徳神糧株式会社の社外監査役を兼務しており

ます。当社と同社との間には特別な関係はありません。
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　 ② 社外役員の主な活動状況

イ．取締役会及び監査役会の活動状況

取締役会
（15回開催）

監査役会
（11回開催）

出席回数 出席率 出席回数 出席率

社外取締役 中 内 重 郎 　15回 100％ ― ―

社外取締役 伊与部 恒 雄 　13回 100％ ― ―

社外監査役 杉 野 翔 子 　15回 100％ 　11回 100％

社外監査役 岡 田 光一郎 　14回 93％ 　11回 100％

（注）取締役伊与部恒雄氏の出席率は、平成24年６月22日就任後の開催回数（取締役会13回）により算
定しております。

　

ロ．取締役会及び監査役会における発言状況

取締役中内重郎氏は、当事業年度中に開催された取締役会に上記の出席状

況により出席し、議案審議等に必要な発言を適宜行いました。

取締役伊与部恒雄氏は、平成24年６月22日の就任後、開催された取締役会

に上記の出席状況により出席し、議案審議等に必要な発言を適宜行いまし

た。

監査役杉野翔子氏は、当事業年度中に開催された取締役会に上記の出席状

況により出席し、議案審議等に必要な発言を適宜行い、また定期的に開催

される監査役会に出席し、監査の方法その他の監査役の職務の執行に関す

る事項について、意見の表明を行いました。

監査役岡田光一郎氏は、当事業年度中に開催された取締役会に上記の出席

状況により出席し、議案審議等に必要な発言を適宜行い、また定期的に開

催される監査役会に出席し、監査の方法その他の監査役の職務の執行に関

する事項について、意見の表明を行いました。

　

　 ③ 責任限定契約の内容の概要

　社外取締役中内重郎氏、伊与部恒雄氏、並びに社外監査役杉野翔子氏、岡田

光一郎氏と当社の間において、会社法第427条第１項に基づく責任限定契約を締

結しております。

　いずれの契約においても、会社法第425条第１項に定める金額を損害賠償責任

の限度額としております。
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４. 会計監査人の状況

　(1) 会計監査人の名称

　太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

　(2) 当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額

支 払 額

千円

①当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 38,000

②当社及び当社子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の
利益の合計額

40,500

(注) 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく
監査の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当事業年度
に係る報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

　(3) 非監査業務の内容

　当社は会計監査人に対して、財務調査等に係る業務を委託しており、対価とし

て2,500千円支払っております。

　(4) 会計監査人の解任又は不再任の決定の方針

　取締役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると

判断した場合は、監査役会の同意を得たうえで、又は、監査役会の請求に基づい

て、会計監査人の解任又は不再任を株主総会の会議の目的とすることといたしま

す。

　監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると

認められる場合は、監査役全員の同意に基づき監査役会が、会計監査人を解任い

たします。この場合、監査役会が選定した監査役は、解任後最初に招集される株

主総会におきまして、会計監査人を解任した旨と解任の理由を報告いたします。

５. 会社の体制及び方針

　当社は会社法及び会社法施行規則に基づき、当社の業務の適正を確保するための

体制（以下「内部統制」という）の整備に関する基本方針を以下のとおり取締役会に

おいて決議し、同決議のもと整備を推進し、内部統制システムを構築・運用してい

くことが経営の責務であると認識しております。

(1) 取締役・従業員の職務の執行が法令・定款に適合することを確保するための

体制

　当社は、取締役会において企業倫理規程をはじめとするコンプライアンス体

制にかかる規程を定め、取締役・従業員が法令・定款及び社会規範を遵守した

― 16 ―

定時株主総会招集通知 （宝印刷）  2013年05月27日 17時23分 $FOLDER; 16ページ （Tess 1.40 20120314_01）



行動をとるための規範とします。また、その徹底を図るため、総務部において

コンプライアンスの取り組みを横断的に統括することとし、同部を中心に教育

等を行うほか、コンプライアンス上疑義のある行為等について従業員が直接情

報提供を行う手段として通報・相談窓口を設置します。

　また、当社は社会の秩序や企業の健全な活動に影響を与える反社会的勢力に

対しては、毅然とした姿勢で組織的に対応します。

(2) 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

　文書管理規程等の社内諸規程に従い、取締役の職務執行に係る情報を文書又

は電磁的媒体（以下、文書等という）に記録し、保存します。取締役及び監査

役は、常時これらの文書等を閲覧できるものとします。

　

(3) 損失の危険の管理に関する規程その他の体制

　取締役会において定めるリスク管理に関する基本方針に基づき、当社各部門

において個別リスクの洗い出しとその評価、対応すべき優先度、リスク管理の

方法等を審議するとともに、定期的なモニタリングとリスク顕在化時点におけ

る対応策を図ります。

(4) 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

　取締役会は取締役・従業員が共有する全社的な目標を定めるとともに、以下

の経営管理システムを用いて、取締役の職務の執行の効率化を図ります。

イ．職務権限・意思決定ルールに関する社内諸規程の制定

ロ．執行役員制度の採用

ハ．取締役会による中期経営計画の策定、中期経営計画に基づく事業部門毎の

業績目標と予算設定、及びＩＴを活用した業績管理の実施

ニ．取締役会及び経営進捗会議による月次業績のレビューと改善策の実施

　

(5) 当社及びグループ会社から成る企業集団における業務の適正を確保するため

の体制

　当社は、持株会社として全体最適の観点から必要な経営資源配分を行います。

またグループ会社管理規程に従い、各社の自主性を尊重しつつ、グループ各社

の業務の適正を確保します。

　また業務監査室は、当社及びグループ各社の内部監査を適時行います。
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(6) 財務報告の信頼性を確保するための体制

　適正な会計処理を確保し、財務報告の信頼性を向上させるため、経理規程等

を定めるとともに、財務報告に係る内部統制の体制整備と有効性向上を図りま

す。業務監査室は財務報告に係る内部統制について独立的評価を行います。

(7) 監査役がその補助すべき従業員を置くことを求めた場合における当該従業員

に関する事項及びその従業員の取締役からの独立性に関する事項

　監査役の職務執行のため、必要に応じて監査役スタッフを置くこととし、そ

のスタッフの人事考課は監査役が行い、人事異動については、監査役の意見を

尊重するものとします。

(8) 取締役及び従業員が監査役に報告するための体制その他の監査役への報告に

関する体制

　取締役又は従業員は、監査役に対して、法定の事項に加え、当社及び当社グ

ループに重大な影響を及ぼす事項、内部監査の実施状況、コンプライアンス通

報・相談窓口による通報状況及びその内容をすみやかに報告できる体制を整備

します。報告の方法（報告者、報告受領者、報告時期等）については、取締役

と監査役との協議により決定します。

(9) その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

　監査役は、代表取締役社長及び監査法人との間でそれぞれ定期的に意見交換

会を開催し、相互の連携を図ります。

６．剰余金の配当等の決定に関する方針

　当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の最重要事項のひとつと位置づけた

うえで、財務体質の強化及び経営環境の変化に対応するために必要な内部留保の充

実等を勘案し、安定した配当政策を実施することを基本方針としております。

また当社は、年１回の剰余金の配当を行うことを基本方針としており、この決定

機関は会社法第459条第１項の規定に基づき、取締役会の決議により定めることがで

きる旨、定款に定め、そのほか、同様に取締役会の決議により、中間配当並びに基

準日を別途定めて剰余金の配当をすることができる旨、定款に定めております。

今後とも、中長期的な視点に立って、成長が見込まれる事業分野に経営資源を投

入することにより持続的な成長と企業価値の向上を図り、株主価値の増大に努めて

まいる所存であります。

　これらの方針に基づき、当事業年度の期末配当金につきましては、１株につき15

円とさせていただきました。
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連 結 貸 借 対 照 表

(平成25年３月31日現在)
（単位：千円）

資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受取手形及び売掛金

た な 卸 資 産

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物 及 び 構 築 物

機械装置及び運搬具

土 地

建 設 仮 勘 定

そ の 他

無 形 固 定 資 産

ソ フ ト ウ エ ア

の れ ん

そ の 他

投資その他の資産

投 資 有 価 証 券

関 係 会 社 株 式

敷 金 及 び 保 証 金

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

貸 倒 引 当 金

25,201,926

9,125,809

9,046,122

5,076,985

847,936

1,145,482

△40,409

13,899,503

8,082,850

3,011,272

1,082,450

2,995,964

39,539

953,623

659,560

450,085

77,672

131,803

5,157,092

3,002,038

160,300

786,228

842,219

502,290

△135,985

流 動 負 債 11,169,037

支払手形及び買掛金 3,743,529

短 期 借 入 金 2,010,050

未 払 金 908,351

未 払 法 人 税 等 206,461

賞 与 引 当 金 859,195

受 注 損 失 引 当 金 30,000

そ の 他 3,411,447

固 定 負 債 2,959,120

長 期 未 払 金 429,076

繰 延 税 金 負 債 517,864

退 職 給 付 引 当 金 1,544,161

そ の 他 468,019

負 債 合 計 14,128,158

純 資 産 の 部

株 主 資 本 24,501,904

資 本 金 3,244,915

資 本 剰 余 金 14,414,513

利 益 剰 余 金 6,842,526

自 己 株 式 △51

その他の包括利益累計額 290,785

その他有価証券評価差額金 452,717

土地再評価差額金 △17,933

為替換算調整勘定 △143,999

少 数 株 主 持 分 180,582

純 資 産 合 計 24,973,271

資 産 合 計 39,101,430 負債及び純資産合計 39,101,430
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連 結 損 益 計 算 書

(自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日)
（単位：千円）

科 目 金 額

売 上 高 49,919,422

売 上 原 価 36,430,681

売 上 総 利 益 13,488,740

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 11,476,382

営 業 利 益 2,012,358

営 業 外 収 益

受 取 利 息 15,369

受 取 配 当 金 52,345

受 取 賃 貸 料 25,872

貸 倒 引 当 金 戻 入 額 54,054

関 税 還 付 金 47,950

そ の 他 30,090 225,682

営 業 外 費 用

支 払 利 息 11,338

為 替 差 損 86,983

上 場 関 連 費 用 26,548

そ の 他 17,299 142,169

経 常 利 益 2,095,870

特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 8,069 8,069

特 別 損 失

固 定 資 産 売 却 損 6,806

固 定 資 産 除 却 損 106,569

減 損 損 失 716,053

そ の 他 279,996 1,109,425

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 994,514

法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 414,355

法 人 税 等 調 整 額 29,217

少 数 株 主 損 益 調 整 前 当 期 純 利 益 550,942

少 数 株 主 利 益 32,023

当 期 純 利 益 518,918
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連結株主資本等変動計算書

(自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日)
（単位：千円）

株 主 資 本

資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当 期 首 残 高 3,244,915 13,383,266 6,914,210 △24 23,542,368

連結会計年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 △590,602 △590,602

当 期 純 利 益 518,918 518,918

自己株式の取得 △27 △27

自己株式の処分 1,031,247 1,031,247

株主資本以外の項目の
連結会計年度中の
変 動 額 ( 純 額 )

連結会計年度中の変動額合計 － 1,031,247 △71,683 △27 959,536

当 期 末 残 高 3,244,915 14,414,513 6,842,526 △51 24,501,904

　

（単位：千円）

その他の包括利益累計額

少数株主持分 純資産合計そ の 他
有 価 証 券
評価差額金

土地再評価
差 額 金

為替換算
調整勘定

そ の 他 の
包 括 利 益
累計額合計

当 期 首 残 高 147,269 △17,933 △180,399 △51,062 148,558 23,639,863

連結会計年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 △590,602

当 期 純 利 益 518,918

自己株式の取得 △27

自己株式の処分 1,031,247

株主資本以外の項目の
連結会計年度中の
変 動 額 ( 純 額 )

305,448 36,399 341,848 32,023 373,871

連結会計年度中の変動額合計 305,448 － 36,399 341,848 32,023 1,333,407

当 期 末 残 高 452,717 △17,933 △143,999 290,785 180,582 24,973,271
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連 結 注 記 表

Ⅰ 連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記等

　1. 連結の範囲に関する事項

(1) 連結子会社の数 15社

主要な連結子会社の名称

㈱IMAGICA

㈱ロボット

㈱フォトロン

㈱IMAGICAティーヴィ

㈱イマジカデジタルスケープ

連結の範囲の変更

　当連結会計年度において、㈱マルチビッツは㈱イマジカデジタルスケープに、㈱IMAGICA

デジックスは㈱フォトロンに吸収合併されたため、当連結会計年度において連結の範囲から

除外しております。

(2) 非連結子会社の名称等

PHOTRON VIETNAM TECHNICAL CENTER Ltd.

PHOTRON (SHANGHAI) LIMITED

㈱IMAGICAエフティーヴィ

(連結の範囲から除いた理由)

　非連結子会社は、小規模であり、総資産、売上高、当期純損益及び利益剰余金等は、いずれ

も連結計算書類に重要な影響を及ぼしていないためであります。

　2. 持分法の適用に関する事項

(1) 持分法を適用した非連結子会社又は関連会社の数

　 持分法適用の非連結子会社及び関連会社はありません。

(2) 持分法を適用していない非連結子会社又は関連会社の名称

PHOTRON VIETNAM TECHNICAL CENTER Ltd. （非連結子会社）

PHOTRON (SHANGHAI) LIMITED （非連結子会社）

㈱IMAGICAエフティーヴィ （非連結子会社）

(持分法を適用しない理由)

　持分法を適用していない非連結子会社は、当期純損益及び利益剰余金等に及ぼす影響が軽微

であり、かつ全体としても重要性がないためであります。

　3. 連結子会社の事業年度に関する事項

連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しております。
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　4. 会計処理基準に関する事項

　 (1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

　 (イ)有価証券

　 その他有価証券

時価のあるもの………連結決算日の市場価格等に基づく時価法

（評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平

均法により算定）
時価のないもの………移動平均法による原価法

　 (ロ)デリバティブ……………時価法

　 (ハ)たな卸資産

①製品及び商品…………主として移動平均法による原価法（収益性の低下による簿価切下げ

の方法）を採用しております。

②仕掛品…………………

③原材料…………………

主として個別原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）を採

用しております。

主として総平均法（収益性の低下による簿価切下げの方法）を採用

しております。
　 (2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

有形固定資産………………定率法

（リース資産を除く） なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物及び構築物 ３～50年

機械装置及び運搬具 ５～15年
無形固定資産………………定額法

（リース資産を除く）

リース資産………………

なお、自社利用のソフトウエアについては社内における利用可能期

間（３年又は５年）に基づく定額法によっております。

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によってお

ります。

なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引

開始日が平成20年３月31日以前のリース取引については、通常の賃

貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。
　 (3) 繰延資産の処理方法

株式交付費……………… 支出時に全額費用処理する方法を採用しております。

　 (4) 重要な引当金の計上基準

①貸倒引当金…………………売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、当社及び連結子会社

は一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債

権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上し

ております。

②賞与引当金…………………

③受注損失引当金……………

当社及び連結子会社は従業員に対して支給する賞与の支出に充てる

ため、支給見込額の当連結会計年度負担額を計上しております。

受注契約に係る将来の損失に備えるため、当連結会計年度末におけ

る受注契約に係る損失見込額を計上しております。
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④退職給付引当金……………当社及び連結子会社は従業員の退職給付に備えるため、当連結会計

年度末における退職給付債務の見込額に基づき計上しております。

過去勤務債務については、その発生時の従業員の平均残存勤務期間

以内の一定の年数(５年)による按分額を費用処理しております。

なお、会計基準変更時差異については15年による按分額を費用の減

額処理しております。

数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平

均残存勤務期間以内の一定の年数(５年)による定額法により按分し

た額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理することとして

おります。
　 (5) 重要なヘッジ会計の方法

　 ①ヘッジ会計の方法

　 繰延ヘッジ法によっております。

　 ②ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘ ッ ジ 手 段 ヘ ッ ジ 対 象

為 替 予 約 外貨建金銭債権債務

　 ③ヘッジ方針

　 為替変動リスクの低減のため、対象債権債務の範囲内でヘッジを行っております。

　 ④ヘッジの有効性評価の方法

為替予約は、ヘッジ対象の相場変動、キャッシュ・フローとヘッジ手段の間に高い相関関係が

あることを確認し、有効性の評価をしております。

　 (6) のれんの償却方法及び償却期間

のれんの償却については、５年間で均等償却することとしております。

但し、重要性がない場合は、発生年度にその全額を償却しております。

(7) その他連結計算書類作成のための重要な事項

消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっており、資産に係る控除対象外消費税及び

地方消費税は当連結会計年度の費用として処理しております。

　5. 会計方針の変更

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当連結会計年度より、平成24年４月１

日以後に取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更して

おります。

これにより、従来の方法に比べて、当連結会計年度の営業利益、経常利益及び税金等調整前

当期純利益は53,268千円増加しております。

　6. 表示方法の変更

連結損益計算書関係

　前連結会計年度において、独立掲記しておりました「特別損失」の「会員権評価損」は、金額

的重要性が乏しくなったため、当連結会計年度においては「その他」に含めて表示しております。
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Ⅱ 連結貸借対照表に関する注記

　(1) たな卸資産の内訳

商品及び製品 777,969千円

仕掛品 3,900,431千円

原材料及び貯蔵品 398,584千円

合計 5,076,985千円
　
(2) 有形固定資産の減価償却累計額 30,108,249千円

上記減価償却累計額には、有形固定資産の減損損失累計額513,549千円が含まれております。

　(3) 当座貸越契約及び貸出コミットメント契約

　 当社及び連結子会社１社においては、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行５行と当座貸

越契約及び貸出コミットメント契約を締結しております。

　 当連結会計年度末における当座貸越契約及び貸出コミットメントに係る借入未実行残高等は次の

とおりであります。

当座貸越極度額及び貸出コミットメントの総額

借入実行残高

19,505,000千円

1,940,000千円

差引額 17,565,000千円

(4) 期末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、当

連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、期末日満期手形が当連結会計年度末日残高に含

まれております。

受取手形及び売掛金

支払手形及び買掛金

41,478千円

32,257千円

　(5) 土地再評価に関する事項

「土地の再評価に関する法律」（平成10年３月31日公布法律第34号）及び「土地の再評価に関す

る法律の一部を改正する法律」（平成13年３月31日公布法律第19号）に基づき、事業用の土地の再評

価を行い、当該評価差額を「土地再評価差額金」として純資産の部に計上しております。

・再評価の方法

　 土地の再評価に関する法律施行令（平成10年３月31日公布政令第119号）第２条第４号に定める地

価税法（平成３年法律第69号）第16条に規定する地価税の課税価格の計算の基礎となる土地の価額

を算定するために国税庁長官が定めて公表した方法により算定した価額に奥行価格補正等合理的な

調整を行って算定する方法。

・再評価を行った日

・再評価を行った土地の期末における時価と再評価後の帳簿価額との差額

平成14年３月31日

△39,132千円
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Ⅲ 連結株主資本等変動計算書に関する注記

　1. 発行済株式の種類及び総数に関する事項

株式の種類
当連結会計年度期首の
株 式 数 （株）

当連結会計年度
増加株式数（株）

当連結会計年度
減少株式数（株）

当連結会計年度末の
株 式 数 （株）

普通株式 44,531,567 ― ― 44,531,567

　2. 剰余金の配当に関する事項

（1）配当金支払額

決議 株式の種類
配 当 金 の

総額(千円)

１株当たり

配当額(円)
基 準 日 効 力 発 生 日

平成24年５月21日

取締役会
普通株式 590,602 15.0 平成24年３月31日 平成24年６月８日

（2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類
配当金の

総額(千円)
配当の原資

１株当たり

配当額(円)
基 準 日 効 力 発 生 日

平成25年５月23日

取締役会
普通株式 637,081 利益剰余金 15.0 平成25年３月31日平成25年６月11日

Ⅳ 金融商品に関する注記

　１ 金融商品の状況に関する事項

　当社グループは、資金運用については短期的な預金等に限定し、銀行等金融機関からの借入によ

り資金を調達しております。

　受取手形及び売掛金に係る顧客の信用リスクは、与信管理規程及び売掛債権管理規程に沿ってリ

スク低減を図っております。また、投資有価証券は主として株式であり、上場株式については四半

期ごとに時価の把握を行っております。

　借入金の使途は運転資金及び設備投資資金であります。

　外貨建営業債権及び債務に係る為替変動リスクに対しては、必要に応じて先物為替予約等を利用

してヘッジしております。なお、デリバティブは内部管理規程に従い、実需の範囲で行うこととし

ております。
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　２ 金融商品の時価等に関する事項

　平成25年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとお

りであります。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次表には含まれてお

りません。

（単位：千円）

連結貸借対照表計上額 時価 差額

(1) 現金及び預金 9,125,809 9,125,809 －

(2) 受取手形及び売掛金 9,046,122 9,046,122 －

(3) 投資有価証券

　 その他有価証券 2,340,146 2,340,146 －

資産計 20,512,078 20,512,078 －

(1) 支払手形及び買掛金 3,743,529 3,743,529 －

(2) 短期借入金 2,010,050 2,010,050 －

負債計 5,753,579 5,753,579 －

（注）１．金融商品の時価の算定方法並びに有価証券及びデリバティブ取引に関する事項

資 産

(1) 現金及び預金、(2) 受取手形及び売掛金

　これらはすべて短期間で決済されるものであるため、時価は簿価金額と近似していること

から、当該帳簿価額によっております。

(3) 投資有価証券

　投資有価証券の時価について、株式等は取引所の価格によっております。

負 債

(1) 支払手形及び買掛金、(2) 短期借入金

　これらはすべて短期間で決済されるものであるため、時価は簿価金額と近似していること

から、当該帳簿価額によっております。

２．非上場株式及び投資事業有限責任組合出資金（連結貸借対照表計上額はそれぞれ 577,596千

円、84,296千円）については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められ

ることから、「(3）投資有価証券」には含めておりません。

Ⅴ １株当たり情報に関する注記

　(1) １株当たり純資産額 583円74銭

　(2) １株当たり当期純利益 12円86銭

Ⅵ 重要な後発事象に関する注記

該当事項はありません。

Ⅶ その他の注記

　 連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表に記載の金額は、表

示単位未満を切り捨てて表示しております。
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貸 借 対 照 表

(平成25年３月31日現在)
（単位：千円）

資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

前 払 費 用

繰 延 税 金 資 産

短 期 貸 付 金

未 収 還 付 法 人 税 等

そ の 他

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物

構 築 物

機 械 装 置

工 具 器 具 備 品

土 地

無 形 固 定 資 産

ソ フ ト ウ エ ア

そ の 他

投資その他の資産

投 資 有 価 証 券

関 係 会 社 株 式

長 期 貸 付 金

関係会社長期貸付金

長 期 前 払 費 用

そ の 他

10,182,123

8,413,144

47,423

28,799

1,360,450

278,609

53,696

16,967,560

4,892,540

1,787,195

20,613

471

88,295

2,995,964

145,401

85,368

60,033

11,929,619

2,672,680

8,759,518

38,000

355,619

7,547

96,254

流 動 負 債 7,578,777

短 期 借 入 金 7,234,301

未 払 金 146,934

未 払 費 用 11,031

未 払 法 人 税 等 30,615

前 受 金 99,667

預 り 金 6,112

賞 与 引 当 金 43,980

そ の 他 6,134

固 定 負 債 647,221

繰 延 税 金 負 債 507,299

退 職 給 付 引 当 金 25,095

長 期 未 払 金 114,827

負 債 合 計 8,225,998

純 資 産 の 部

株 主 資 本 18,502,768

資 本 金 3,244,915

資 本 剰 余 金 10,630,041

資 本 準 備 金 1,513,363

そ の 他 資 本 剰 余 金 9,116,677

利 益 剰 余 金 5,307,524

利 益 準 備 金 83,074

そ の 他 利 益 剰 余 金 5,224,449

別 途 積 立 金 628,200

固定資産圧縮積立金 950,257

繰 越 利 益 剰 余 金 3,645,992

自 己 株 式 △679,712

評価・換算差額等 420,916

その他有価証券評価差額金 438,849

土 地 再 評 価 差 額 金 △17,933

純 資 産 合 計 18,923,685

資 産 合 計 27,149,684 負債及び純資産合計 27,149,684
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損 益 計 算 書

(自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日)
（単位：千円）

科 目 金 額

営 業 収 益 3,123,578

営 業 費 用

不 動 産 賃 貸 原 価 403,882

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 1,040,924 1,444,807

営 業 利 益 1,678,771

営 業 外 収 益

受 取 利 息 31,991

受 取 配 当 金 41,172

そ の 他 2,937 76,101

営 業 外 費 用

支 払 利 息 103,342

上 場 関 連 費 用 26,548

そ の 他 7,260 137,151

経 常 利 益 1,617,722

特 別 損 失

固 定 資 産 除 却 損 13,151

減 損 損 失 98,687

関 係 会 社 株 式 評 価 損 1,012,825

関 係 会 社 整 理 損 248,412

そ の 他 9,470 1,382,546

税 引 前 当 期 純 利 益 235,175

法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 95,640

法 人 税 等 調 整 額 △24,976 70,664

当 期 純 利 益 164,511
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株主資本等変動計算書

(自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日)
（単位：千円）

株 主 資 本

資 本 金
資 本 剰 余 金

資本準備金 その他資本剰余金 資本剰余金合計

当 期 首 残 高 3,244,915 1,513,363 9,108,134 10,621,498

事業年度中の変動額

固定資産圧縮積立金の取崩

剰 余 金 の 配 当

当 期 純 利 益

自己株式の取得

自己株式の処分 8,543 8,543

株主資本以外の
項目の事業年度中の
変 動 額 （純 額 )

事業年度中の変動額合計 － － 8,543 8,543

当 期 末 残 高 3,244,915 1,513,363 9,116,677 10,630,041

（単位：千円）

株 主 資 本

利 益 剰 余 金

自己株式 株主資本合計利益
準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計別途
積立金

固定資産
圧縮積立金

繰越利益
剰余金

当 期 首 残 高 83,074 628,200 959,436 4,062,904 5,733,615 △1,702,388 17,897,640

事業年度中の変動額

固定資産圧縮積立金の取崩 △9,178 9,178 － －

剰 余 金 の 配 当 △590,602 △590,602 △590,602

当 期 純 利 益 164,511 164,511 164,511

自 己 株 式 の 取 得 △27 △27

自 己 株 式 の 処 分 1,022,704 1,031,247

株 主 資 本 以 外 の
項目の事業年度中の
変 動 額 （純 額 )

事業年度中の変動額合計 － － △9,178 △416,912 △426,091 1,022,676 605,128

当 期 末 残 高 83,074 628,200 950,257 3,645,992 5,307,524 △679,712 18,502,768
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（単位：千円）

評 価 ・ 換 算 差 額 等

純資産合計その他有価証券
評価差額金

土地再評価
差額金

評価・換算
差額等合計

当 期 首 残 高 140,121 △17,933 122,188 18,019,828

事業年度中の変動額

固定資産圧縮積立金の取崩 －

剰 余 金 の 配 当 △590,602

当 期 純 利 益 164,511

自己株式の取得 △27

自己株式の処分 1,031,247

株主資本以外の
項目の事業年度中の
変動額（純額 )

298,728 298,728 298,728

事業年度中の変動額合計 298,728 － 298,728 903,856

当 期 末 残 高 438,849 △17,933 420,916 18,923,685
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個 別 注 記 表

1. 重要な会計方針に係る事項に関する注記

　(1) 資産の評価基準及び評価方法

　 有価証券の評価基準及び評価方法

子会社株式及び関連会社株式……移動平均法による原価法

その他有価証券

　時価のあるもの…………………決算日の市場価格等に基づく時価法

（評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価

は移動平均法により算定）

　時価のないもの…………………移動平均法による原価法

　(2) 固定資産の減価償却の方法

①有形固定資産…………………………定率法

②無形固定資産…………………………定額法

　(3) 繰延資産の処理方法

株式交付費…………………………支出時に全額費用処理する方法を採用しております。

　(4) 引当金の計上基準

①貸倒引当金……………………………債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実

績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に

回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

②賞与引当金……………………………

　

③退職給付引当金………………………

従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見

込額の当期負担額を計上しております。

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退

職給付債務の見込額に基づき計上しております。

過去勤務債務については、その発生時の従業員の平均残存

勤務期間以内の一定の年数(５年)による按分額を費用処理

しております。

なお、会計基準変更時差異については15年による按分額を

費用の減額処理しております。

数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員

の平均残存勤務期間以内の一定の年数(５年)による定額法

により按分した額をそれぞれ発生の翌事業年度から費用処

理することとしております。

　(5) その他計算書類作成のための基本となる重要な事項

　消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっており、資産に係る控除対象外消費税及び地

方消費税は当事業年度の費用として処理しております。

　(6) 会計方針の変更

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更
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法人税法の改正に伴い、当事業年度より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産につい

て、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

これにより、従来の方法に比べて、営業利益、経常利益及び税引前当期純利益はそれぞれ2,227

千円増加しております。

　(7) 表示方法の変更

前事業年度において、独立掲記しておりました「過年度法人税等」は金額的重要性が乏しくなっ

たため、当事業年度においては「法人税、住民税及び事業税」に含めて表示しております。

2. 貸借対照表に関する注記

（1）有形固定資産の減価償却累計額 5,613,333千円

（2）資産の額から直接控除している貸倒引当金の額

投資その他の資産 2,021千円

（3）関係会社に対する金銭債権、債務

①短期金銭債権

②長期金銭債権

③短期金銭債務

1,414,146千円

355,619千円

5,300,340千円

（4）取締役及び監査役に対する長期金銭債務 102,305千円

取締役及び監査役に対する長期金銭債務は、平成23年６月24日開催の第38回定時株主総会において

承認可決された取締役及び監査役の退職慰労金制度廃止にともなう打切り支給にかかる債務であり

ます。

（5）当座貸越契約及び貸出コミットメント契約

　当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行５行と当座貸越契約及び貸出コミ

ットメント契約を締結しております。

　当事業年度末における当座貸越契約及び貸出コミットメントに係る借入未実行残高等は次のとお

りであります。

当座貸越極度額及び貸出コミットメントの総額 19,405,000千円

借入実行残高 1,940,000千円

　 差引額 17,465,000千円

（6）土地再評価に関する事項

　「土地の再評価に関する法律」（平成10年３月31日公布法律第34号）及び「土地の再評価に関

する法律の一部を改正する法律」（平成13年３月31日公布法律第19号）に基づき、事業用の土地

の再評価を行い、当該評価差額を「土地再評価差額金」として純資産の部に計上しております。

・再評価の方法

　土地の再評価に関する法律施行令（平成10年３月31日公布政令第119号）第２条第４号に定め

る地価税法（平成３年法律第69号）第16条に規定する地価税の課税価格の計算の基礎となる土

地の価額を算定するために国税庁長官が定めて公表した方法により算定した価額に奥行価格補

正等合理的な調整を行って算定する方法。

・再評価を行った日

・再評価を行った土地の期末における時価と再評価後の帳簿価額との差額

平成14年３月31日

△39,132千円
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3. 損益計算書に関する注記

　 関係会社との取引高

（1）営業収益 3,121,248千円

（2）営業費用 110,194千円

（3）営業取引以外の取引高 120,896千円

　

4. 株主資本等変動計算書に関する注記

　自己株式の種類及び株式数に関する事項

株式の種類
当事業年度期首の
株 式 数 （株）

当事業年度増加
株 式 数 （株）

当事業年度減少
株 式 数 （株）

当事業年度末の
株 式 数 （株）

普通株式 5,158,080 85 3,098,700 2,059,465

（注）１．普通株式の株式数の増加85株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。
２．普通株式の株式数の減少3,098,700株は、公募による自己株式の処分による減少2,850,000

株、第三者割当による自己株式の処分による減少248,700株であります。

5. 税効果会計に関する注記

　 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因の内訳

繰 延 税 金 資 産

退 職 給 付 引 当 金 8,960千円

長 期 未 払 金 41,022千円

投 資 有 価 証 券 評 価 損 133,643千円

関 係 会 社 株 式 評 価 損 1,457,721千円

賞 与 引 当 金 16,713千円

減 価 償 却 超 過 額 153,039千円

減 損 損 失 55,390千円

子会社株式（会社分割に伴う承継会社株式） 713,923千円

関 係 会 社 長 期 貸 付 金 70,833千円

そ の 他 26,609千円

繰 延 税 金 資 産 小 計 2,677,853千円

評 価 性 引 当 額 △2,469,696千円

繰 延 税 金 資 産 合 計 208,157千円

繰 延 税 金 負 債

固 定 資 産 圧 縮 積 立 金 △528,653千円

その他有価証券評価差額金 △158,004千円

繰 延 税 金 負 債 合 計 △686,657千円

繰 延 税 金 負 債 の 純 額 △478,500千円

6. リースにより使用する固定資産に関する注記

　貸借対照表に計上した固定資産の他、事務機器等の一部はリース契約により使用しております。
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7. 関連当事者との取引に関する注記

（1）親会社及び法人主要株主等

　 該当事項はありません。

（2）子会社及び関連会社等

（単位：千円）

種類 会社等の名称

議決権の

所有

（被所有）

割合

関連当事者

との取引
取引の内容 取引金額 科目 期末残高

子会社

㈱IMAGICA 100%

経営管理業務の受

託

事務所の賃貸

余資の預り

役員兼務2名

資金借入

(注3)
－ 短期借入金 1,839,641

支払利息

(注3)
42,786 その他の流動負債 －

㈱ロボット 100%

経営管理業務の受

託

運転資金の貸与及

び余資の預り

役員兼務1名

資金貸付 － 短期貸付金 898,450

受取利息

(注2)
15,399 その他の流動資産 2,003

㈱IMAGICAティー

ヴィ
100%

経営管理業務の委

託及び受託

運転資金の貸与及

び余資の預り

役員兼務1名

資金貸付 －
短期貸付金 450,000

長期貸付金 350,000

受取利息

(注2)
8,778 その他の流動資産 －

㈱フォトロン 100%

経営管理業務の受

託

工場の賃貸

余資の預り

資金借入

(注3)
－ 短期借入金 499,746

支払利息

(注3)
9,699 その他の流動負債 －

㈱イマジカデジタ

ルスケープ
100%

経営管理業務の委

託及び受託

事務所の賃貸

余資の預り

役員兼務1名

資金借入

(注3)
－ 短期借入金 1,360,726

支払利息

(注3)
15,885 その他の流動負債 －

アイチップス・テ

クノロジー㈱

82.6%

(注1)
余資の預り

資金借入

(注3)
－ 短期借入金 621,126

支払利息

(注3)
8,350 その他の流動負債 －

(注)１．子会社を通じての間接保有になります。
２．㈱ロボット及び㈱IMAGICAティーヴィに対する貸付金の金利については、市場金利を勘案し

て決定しております。なお、担保は受け入れておりません。
３．当社では、グループ内の資金を一元管理するキャッシュ・マネジメント・システム（ＣＭ

Ｓ）を導入しており、参加会社間で資金の貸借を日次で行っているため、取引金額は記載し
ておりません。なお、金利については、市場金利を勘案して決定しております。

（3）兄弟会社等

　 該当事項はありません。

（4）役員及び個人主要株主等

　 該当事項はありません。
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8. １株当たり情報に関する注記

(1) １株当たり純資産額 445円56銭

(2) １株当たり当期純利益 4円08銭

9. 重要な後発事象に関する注記

　 該当事項はありません。

10. その他の注記

貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表に記載の金額は、表示単位未満

を切り捨てて表示しております。
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告

独立監査人の監査報告書
平成25年５月17日

株式会社イマジカ・ロボット ホールディングス

　取締役会 御中

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 大 村 茂 ㊞

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 藤 本 浩 巳 ㊞

　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社イマジカ・ロボット ホールディ

ングスの平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、

連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行っ

た。

連結計算書類に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計

算書類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない

連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する

ことが含まれる。

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算書類に対

する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査

の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に連結計算書類に重要な虚偽表示がな

いかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施する

ことを求めている。

　監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施さ

れる。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結計算書類の重要な虚偽表示

のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表

明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監

査手続を立案するために、連結計算書類の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。ま

た、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積り

の評価も含め全体としての連結計算書類の表示を検討することが含まれる。

　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見

　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の

基準に準拠して、株式会社イマジカ・ロボット ホールディングス及び連結子会社からなる企業集

団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示し

ているものと認める。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係

はない。

以 上
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会計監査人の監査報告

独立監査人の監査報告書
平成25年５月17日

株式会社イマジカ・ロボット ホールディングス

　取締役会 御中

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 大 村 茂 ㊞

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 藤 本 浩 巳 ㊞

　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社イマジカ・ロボット ホー

ルディングスの平成24年４月１日から平成25年３月31日までの第40期事業年度の計算書類、すなわ

ち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書につい

て監査を行った。

計算書類等に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書

類及びその附属明細書を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な

虚偽表示のない計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断し

た内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びその

附属明細書に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附

属明細書に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定

し、これに基づき監査を実施することを求めている。

　監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するため

の手続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びそ

の附属明細書の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内

部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に

際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適

正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適

用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての計算書類及びその附属明細

書の表示を検討することが含まれる。

　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見

　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状

況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係

はない。

以 上
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監査役会の監査報告

監 査 報 告 書

　当監査役会は、平成24年４月１日から平成25年３月31日までの第40期事業年度

の取締役の職務の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議

のうえ、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。
　
１．監査役および監査役会の監査の方法およびその内容

　監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状

況および結果について報告を受けるほか、取締役等および会計監査人からその

職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。

　各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職

務の分担等に従い、取締役、内部監査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、

情報の収集および監査の環境の整備に努めるとともに、取締役会その他重要な

会議に出席し、取締役および使用人等からその職務の執行状況について報告を

受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社および主要

な事業所において業務および財産の状況を調査いたしました。また、事業報告

に記載されている取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保

するための体制その他株式会社の業務の適正を確保するために必要なものとし

て会社法施行規則第100条第１項および第３項に定める体制の整備に関する取締

役会決議の内容および当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システ

ム）の状況を監視および検証いたしました。子会社については、子会社の取締

役および監査役等と意思疎通および情報の交換を図り、必要に応じて子会社か

ら事業の報告を受けました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報

告およびその附属明細書について検討いたしました。

　さらに、会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施してい

るかを監視および検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況につ

いて報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職

務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条

各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10月28日企業会

計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求め

ました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る計算書類（貸借対照表、損

益計算書、株主資本等変動計算書および個別注記表）およびその附属明細書な

らびに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動

計算書および連結注記表）について検討いたしました。
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２．監査の結果

１）事業報告等の監査結果

一 事業報告およびその附属明細書は、法令および定款に従い、会社の状況

を正しく示しているものと認めます。

二 取締役の職務の執行に関する不正の行為または法令もしくは定款に違反

する重大な事実は認められません。

三 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。

また、当該内部統制システムに関する事業報告の記載内容および取締役の

職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。

２）計算書類およびその附属明細書の監査結果

　会計監査人太陽ＡＳＧ有限責任監査法人の監査の方法および結果は相当で

あると認めます。

３）連結計算書類の監査結果

　会計監査人太陽ＡＳＧ有限責任監査法人の監査の方法および結果は相当で

あると認めます。

平成25年５月23日

株式会社イマジカ・ロボット ホールディングス 監査役会

常勤監査役 板 東 重 武 ㊞

社外監査役 杉 野 翔 子 ㊞

社外監査役 岡 田 光一郎 ㊞

以 上
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株主総会参考書類

議案及び参考事項

第１号議案 定款一部変更の件

１．提案の理由

　取締役会の柔軟かつ円滑な運営のため、その招集権者および議長を、それぞれ

あらかじめ取締役会にて定めた代表取締役に変更するものであります。

２．変更の内容

　具体的な変更の内容は次のとおりであります。

（下線部分は変更箇所を示しております。）

現 行 定 款 変 更 案

第４章 取締役および取締役会

（取締役会）
第２１条
取締役会は、取締役社長が招集し、その
議長となる。取締役社長に差支えある時
は、あらかじめ取締役会の定めた順位に
より、先順位の取締役がこれにあたる。

（取締役会）
第２１条
取締役会は、あらかじめ取締役会におい
て定めた代表取締役が招集し、その議長
となる。ただし当該取締役に差支えある
時は、あらかじめ取締役会の定めた順位
により、先順位の取締役がこれにあた
る。
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第２号議案 取締役８名選任の件

　取締役全員（６名）は、本総会終結のときをもって任期満了となりますので、

新たに取締役８名の選任をお願いするものであります。

　取締役候補者は、次のとおりであります。

候補者
番 号

氏 名
（生年月日）

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
所 有 す る
当社株式の数

１
なが せ ふみ お

長 瀬 文 男
(昭和25年12月８日生)

昭和48年４月 三菱商事株式会社 入社

403,200株

昭和55年８月 株式会社東洋現像所 入社

昭和58年６月 同社取締役

平成２年６月 株式会社イマジカ代表取締役副社長

平成４年６月 同社代表取締役社長

平成14年４月 （旧）株式会社イマジカ･ロボット

ホールディングス代表取締役社長

平成21年６月

平成23年４月

同社代表取締役会長

当社代表取締役会長グループＣＥＯ

（現任）

（重要な兼職の状況）

　株式会社クレアートホールディングス代表取締役社長

　株式会社クレアート代表取締役社長

２
なが せ とも ひこ

長 瀬 朋 彦
(昭和27年10月28日生)

昭和50年４月 旭硝子株式会社 入社

233,775株

昭和61年８月 株式会社東洋現像所 入社

平成２年６月 株式会社イマジカ取締役

平成５年６月 株式会社フォトロン取締役

平成８年６月 同社代表取締役専務

平成10年６月 同社代表取締役社長

平成16年６月

平成18年６月

同社代表取締役兼社長執行役員

（旧）株式会社イマジカ・ロボット

ホールディングス取締役
平成21年６月

平成23年４月

同社代表取締役社長社長執行役員

当社代表取締役社長社長執行役員

（現任）

（重要な兼職の状況）

　株式会社クレアート代表取締役

　株式会社IMAGICA取締役会長
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日）

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
所 有 す る
当社株式の数

３
つの だ みつ とし

角 田 光 敏
(昭和24年９月25日生)

昭和49年４月 株式会社東洋現像所 入社

12,556株

平成17年６月 （旧）株式会社イマジカ・ロボット

ホールディングス執行役員

平成18年６月 同社常務執行役員財務部長

平成19年６月 同社取締役常務執行役員

平成23年４月 当社取締役常務執行役員経営管理管掌

平成25年４月 当社取締役常務執行役員 経営企画

本部担当（現任）

（重要な兼職の状況）

　株式会社ロボット監査役

　株式会社イマジカデジタルスケープ監査役

４
きた で つぐ や

北 出 継 哉
(昭和23年10月11日生)

昭和47年４月 株式会社東洋現像所 入社

28,760株

平成８年６月 株式会社イマジカ取締役

平成13年６月 同社常務取締役

平成14年４月 （旧）株式会社イマジカ・ロボット

ホールディングス常務取締役
平成16年６月 同社取締役専務執行役員

平成18年６月 株式会社IMAGICA代表取締役社長

平成19年６月 （旧）株式会社イマジカ・ロボット

ホールディングス取締役副社長執行

役員兼事業執行役員
平成22年６月 株式会社IMAGICA取締役会長

平成23年４月 当社取締役

平成25年４月 当社取締役執行役員 事業推進担当

（現任）

５
つか だ まこ と

塚 田 眞 人
(昭和24年11月22日生)

昭和47年４月

平成11年６月

平成14年６月

平成17年６月

平成18年４月

平成19年６月

平成24年４月

株式会社東洋現像所 入社

株式会社フォトロン取締役

株式会社イマジカ取締役

同社常務執行役員

（旧）株式会社イマジカ・ロボット

ホールディングス事業執行役員

株式会社フォトロン代表取締役兼

社長執行役員

同社顧問（現任）

25,522株

（重要な兼職の状況）

　アイチップス・テクノロジー株式会社取締役
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日）

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
所 有 す る
当社株式の数

６
なか　そ 　しんいちろう

中 祖 眞 一 郎
(昭和24年７月26日生)

昭和49年４月

平成元年10月

平成11年12月

平成15年４月

平成20年３月

第一企画株式会社 入社

株式会社トウキョウ･アド･パーティ

常務取締役

株式会社メイクス専務取締役

株式会社ADKアーツ専務取締役

株式会社ピクス代表取締役社長

（現任）

1,508株

７
なか うち じゅう ろう

中 内 重 郎
(昭和22年10月３日生)

昭和45年４月

平成８年３月

平成14年４月

平成21年６月

平成23年４月

日本アイ･ビー･エム株式会社 入社

同社取締役管理・財務担当

同社専務取締役

（旧）株式会社イマジカ・ロボット

ホールディングス社外取締役

当社社外取締役（現任）
1,000株

（重要な兼職の状況）

　有限会社ジェイ・アンド・エヌコンサルティング代表取締役

　COCHI consulting(Shanghai)Co.,Ltd.代表

８ い よ べ つね お

伊 与 部 恒 雄
(昭和24年４月28日生)

昭和48年４月 三菱商事株式会社 入社

‐

平成16年４月 同社執行役員人事総務・秘書・法務

担当役員
平成20年６月 同社取締役兼常務執行役員

平成22年６月 同社代表取締役兼常務執行役員

平成23年６月 同社顧問（現任）

平成24年６月 当社社外取締役（現任）

（重要な兼職の状況）

　株式会社ドリームインキュベータ社外監査役

　(注) １．各候補者と当社との間に特別の利害関係はありません。
　 ２．所有する当社株式の数には、イマジカ・ロボット ホールディングス役員持株会における各

自の持分を含めた実質株式数を記載しております。
　 ３．取締役候補者中内重郎氏、伊与部恒雄氏は、会社法施行規則第２条第３項第７号に定める

社外取締役候補者であります。なお、当社は中内重郎氏を東京証券取引所の定めに基づく
独立役員として指定し、同取引所に届け出ております。

　 ４．中内重郎氏は、企業経営にかかる豊富な経験と幅広い見識を有し、また業務執行を行なう
経営陣から独立した客観的立場にあることから、コーポレートガバナンスの強化を図るこ
とを目的に、社外取締役として選任をお願いするものであります。
また、当社は同氏との間において、社外取締役として役割を充分発揮できるよう会社法第
427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任について、同法第425条第
１項に定める最低責任限度額を限度とする責任限定契約を締結しており、選任された場合
には当該契約を継続する予定であります。
なお、同氏の当社での社外取締役としての在任期間は本総会終結のときをもって２年３ヶ
月となります。

　 ５．伊与部恒雄氏は、企業経営にかかる豊富な経験と幅広い見識を有し、また業務執行を行な
う経営陣から独立した客観的立場にあることから、コーポレートガバナンスの強化を図る
ことを目的に、社外取締役として選任をお願いするものであります。
また、当社は同氏との間において、社外取締役として役割を充分発揮できるよう会社法第
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427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任について、同法第425条第
１項に定める最低責任限度額を限度とする責任限定契約を締結しており、選任された場合
には当該契約を継続する予定であります。
なお、同氏の当社での社外取締役としての在任期間は本総会終結のときをもって１年とな
ります。

第３号議案 補欠監査役１名選任の件

　監査役が法令に定める員数を欠くことになる場合に備え、会社法第329条第２項

の規定に基づき、あらかじめ補欠監査役１名の選任をお願いするものであります。

　なお、本議案に関しましては、監査役会の同意を得ております。

　補欠監査役候補者の略歴等は次のとおりであります。

氏 名
（生 年 月 日）

略歴、地位及び重要な兼職の状況
所 有 す る
当社株式の数

やま もと よし ひこ

山 本 嘉 彦
(昭和22年12月23日生)

昭和50年３月 公認会計士登録

‐

昭和50年８月 税理士登録

昭和52年８月 公認会計士・税理士事務所開設

現在に至る
平成18年６月 (旧)株式会社イマジカ・ロボット ホールデ

ィングス社外監査役
平成21年６月 同社社外監査役退任

　(注) １. 山本嘉彦氏と当社との間に特別の利害関係はありません。
　 ２. 山本嘉彦氏は補欠の社外監査役候補者であります。

同氏は直接企業経営に関与された経験はありませんが、公認会計士・税理士の資格を有し
ており、その財務及び会計に関する幅広い知見と経験を当社の監査役に就任した場合に活
かしていただくため、補欠の社外監査役として選任をお願いするものであります。
また、同氏が監査役に就任された場合には、当社は同氏との間において、社外監査役とし
て役割を充分発揮できるよう会社法第427条第1項の規定に基づき、同法第423条第1項の損
害賠償責任について、同法第425条第1項に定める最低責任限度額を限度とする責任限定契
約を締結する予定であります。

以 上
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〈メ モ 欄〉
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至 浜松町

至 虎ノ門

地
下
鉄　

内
幸
町
駅

地下鉄　新橋駅

JR 

新
橋
駅

入
口

航
空
会
館

紳士服
ビッグヴィジョン

エクセルシオール カフェ

ミニストップ

Ａ５出口

Ａ２出口
７番出口

日比谷口

Ａ４出口

ＳＬ広場

ウ
ィ
ル
コ
ム

ロ
ー
ソ
ン

り
そ
な
銀
行

ド
コ
モ

み
ず
ほ
銀
行

東
京
ス
タ
ー
銀
行

三
井
住
友
銀
行

マ
ク
ド
ナ
ル
ド

Ｊ
Ｔ
Ｂ

至 三田

外堀通り

日
比
谷
通
り

第一ホテル

日比谷シティ

日比谷
セントラルビル

至 有楽町

株主総会会場ご案内図

会 場 東京都港区新橋一丁目18番１号

　 航空会館７階 大ホール

交通のご案内

ＪＲ線 新橋駅 日比谷口から徒歩６分

地下鉄銀座線／浅草線 新橋駅 ７番出口から徒歩５分

地下鉄三田線 内幸町駅 Ａ２／Ａ４出口から徒歩１分

（お願い）

お車でのご来場はご遠慮願います。
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